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短編集未収録27作を順次、詳しく紹介しています。本号はその第３回です。前号に続き、初出年の古い順で

４作取り上げました。 （編集委員 橘雄三）

「
新
・
黄
色
い
部
屋
」
は
『
漫
画
読
本
』

一
九
六
五
年
１
月
号
掲
載
。
カ
ッ
ト
が
三
つ
入
っ

て
八
ペ
ー
ジ
弱
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
及
び
作
中
時
間]

こ
の
物
語
は
昭
和
三
十
九
年
初
冬
の
事
件
で

舞
台
は
神
戸
で
す
。

事
件
は
山
に
近
い
と
こ
ろ
で
お
こ
っ
た
。
六

甲
山
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
が
、
弘
法
大
師
ゆ
か

り
の
再
度
山
と
い
う
山
の
麓
、
閑
静
な
住
宅
地

域
の
、
と
あ
る
一
軒
の
洋
館
の
な
か
で
、
一
人

の
男
が
殺
さ
れ
た
。

[

登
場
人
物]

●
大
曽
根
軍
平

55
歳
。
パ
チ
ン
コ
店
『
つ
る

つ
る
』
経
営
。
み
ご
と
な
禿
頭
で
、
通
称
、

『
パ
チ
ン
コ
屋
の
チ
ャ
ビ
ン
』
。
一
週
間
前
、

山
手
に
家
を
買
っ
て
、
パ
チ
ン
コ
屋
の
二
階
か

ら
引
っ
越
し
て
来
た
。

●
広
田

刑
事
。

●
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
の
少
年
店
員
。

●
津
島

32
歳
。
万
年
落
選
画
伯
。
広
田
刑
事

と
は
、
小
・
中
学
時
代
の
同
級
生
。

●
宮
竹
和
夫

大
曽
根
の
情
事
の
相
手
の
弟
。

●
敷
藻
伝
内

大
曽
根
の
情
事
の
相
手
の
夫
。

●
富
村
勇

ガ
ラ
ス
屋
。
大
曽
根
の
情
事
の
相

手
の
夫
。

[

あ
ら
す
じ]

被
害
者
大
曽
根
は
、
鈍
器
に
よ
る
頭
部
へ
の

一
撃
で
殺
さ
れ
て
い
た
。
死
亡
時
刻
は
正
午
か

ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
と
推
定
さ
れ
た
。

人
通
り
の
少
な
い
閑
静
な
住
宅
地
で
あ
っ
た

が
、
警
察
は
辛
抱
強
い
聞
き
込
み
で
、
午
前
十

一
時
ご
ろ
、
自
転
車
で
大
曽
根
邸
の
前
を
通
っ

た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
の
少
年
店
員
を
探
し
だ
す
。

そ
の
供
述
か
ら
、
大
曽
根
邸
の
近
く
で
絵
を
描

い
て
い
た
津
島
に
辿
り
つ
き
、
聞
き
取
り
は
具

体
化
し
て
い
く
。

他
方
、
大
曽
根
殺
害
の
動
機
を
持
つ
人
物
と

し
て
、
大
曽
根
の
残
し
て
い
た
情
事
日
記
か
ら

三
人
が
浮
か
び
あ
が
る
。

容
疑
者
の
一
人
、
ガ
ラ
ス
屋
の
富
村
勇
は
、

大
曽
根
の
依
頼
で
部
屋
の
ガ
ラ
ス
を
黄
色
に
入

れ
替
え
る
が
、
こ
の
こ
と
が
事
件
を
解
く
鍵
と

な
る
。

「
新
・
黄
色
い
部
屋
」
は
掲
載
誌
『
漫
画
読

本
』
の
推
理
ク
イ
ズ
作
品
で
す
。
犯
人
を
推
理

し
応
募
す
る
と
正
解
者
の
中
か
ら
賞
品
が
当
た

る
。
翌
月
号
に
「
解
決
編
」
と
当
選
者
の
発
表

が
あ
り
ま
す
。

■「
新
・
黄
色
い
部
屋
」解
決
編

短編集未収録27作を順次紹介いたします/第3回４作、その１ 「新・黄色い部屋」

補
足
及
び
解
決
編

舞
台
・作
中
時
間
・登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

作品の記述に、「弘法大師ゆかりの再度山と

いう山の麓、閑静な住宅地域」とあるが、作品

を読んでいて、大曽根邸は現在の海外移住と文

化の交流センターの位置と思える。
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「
三
つ
巴
の
殺
意
」
は
『
推
理
ス
ト
ー
リ
ー
』
の
一
九

六
五
年
２
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
右
の
画
像
、
タ

イ
ト
ル
の
上
に
「
巻
末
長
編
一
八
〇
枚
一
挙
掲
載
！
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
月
刊
誌
掲
載
作
品
と
し

て
は
特
別
な
長
さ
で
、
大
き
め
の
挿
し
絵
が
六
つ
入
っ

て
、
Ｂ
５
版
三
十
三
ペ
ー
ジ
と
い
う
中
編
で
す
。

[

舞
台]

舞
台
は
神
戸
。
阪
急
三
宮
西
口
、
移
民
斡
旋
所
、
生

田
新
道
、
三
本
松
不
動
尊
な
ど
、
神
戸
の
地
名
が
頻
出

し
ま
す
。
右
の
挿
し
絵
は
、
御
影
の
瀟
洒
な
邸
で
、
ゴ

ル
フ
の
素
振
り
を
し
て
い
る
の
は
、
登
場
人
物
、
フ
レ
ッ

ド･

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
で
、
手
前
の
女
性
は
妻
美
代
子
で
す
。

[

作
中
時
間]

月
刊
誌
の
一
九
六
五
年
２
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
す
。

[

登
場
人
物]

●
群
馬
新
吉

四
十
過
ぎ
。
三
年
前
、
未
亡
人
と
結
婚
。

ダ
グ
ラ
ス
・
パ
ー
カ
ー
の
専
属
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
よ
う
な

形
で
密
輸
宝
石
類
の
売
り
捌
き
を
や
っ
て
い
る
。
居
酒

屋
「
千
万
両
」
の
常
連
。

●
宇
治
光
夫

開
業
医
。
群
馬
新
吉
の
中
学
時
代
の
同

級
生
。
群
馬
は
宇
治
を
、
「
胸
を
張
っ
て
歩
け
る
男
」

と
思
っ
て
い
る
。

●
大
原

あ
ま
り
業
績
の
芳
し
く
な
い
海
運
会
社
の
社

員
。
む
か
し
、
群
馬
新
吉
の
家
の
近
所
に
住
ん
で
い
た
。

居
酒
屋
「
千
万
両
」
の
常
連
。

●
ダ
グ
ラ
ス･

パ
ー
カ
ー

三
十
六
歳
の
ア
メ
リ
カ
人
。

日
本
で
密
輸
宝
石
類
を
販
売
。
山
本
通
り
の
外
人
ア
パ
ー

ト
に
住
む
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
パ
ー
カ
ー
の
理
想
像
。

●
原
芳
子

パ
ー
カ
ー
の
愛
人
、
同
棲
。
か
つ
て
、
某

宝
飾
店
の
店
員
。
そ
の
こ
ろ
、
ま
だ
結
婚
前
だ
っ
た
群

馬
新
吉
は
芳
子
に
熱
を
上
げ
て
い
た
。
そ
ん
な
芳
子
を

パ
ー
カ
ー
は
奪
っ
た
と
、
群
馬
は
い
ま
も
根
に
も
っ
て

い
る
。

●
フ
レ
ッ
ド･

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

六
十
歳
。
阪
神
間
の
御

影
に
住
む
。
十
年
前
に
妻
を
亡
く
す
。
二
十
歳
で
来
日
。

英
国
の
保
険
会
社
職
員
か
ら
自
立
し
て
貿
易
商
を
営
み

財
を
な
す
。
現
在
は
、
金
貸
し
を
し
た
り
事
業
に
投
資

し
た
り
、
悠
々
自
適
に
見
え
る
。
パ
ー
カ
ー
の
金
主
。

●
美
代
子

二
十
八
歳
。
三
年
前
か
ら
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

と
同
棲
、
い
ま
は
正
式
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
薬
局
務

め
の
経
験
も
。

●
市
川
貫
造

宝
石
ブ
ロ
ー
カ
ー
。
群
馬
の
知
り
合
い
。

●
吉
本
清
子

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
家
の
老
女
中
。

●
山
本
弘
一

美
代
子
の
昔
の
恋
愛
相
手
。
服
毒
自
殺
。

●
鈴
木
伸

美
代
子
の
恋
人
。
二
度
の
秘
密
の
デ
ー
ト
。

●
坂
井
秀
代

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
か
か
る
病
院
の
看
護

婦
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
頼
み
事
を
さ
れ
る
。

●
笠
村
警
部

兵
庫
県
警
の
警
部
。

[

あ
ら
す
じ]

群
馬
新
吉
は
、
阪
急
三
宮
駅
西
口
前
で
、
中
学
時
代

の
同
級
生
宇
治
光
夫
を
見
か
け
る
。
開
業
医
の
宇
治
に

は
「
胸
を
張
っ
て
歩
け
る
男
」
の
余
裕
が
感
じ
ら
れ
た
。

一
方
、
惰
性
で
そ
の
日
そ
の
日
を
、
お
茶
を
濁
し
て
過

ご
し
て
い
る
群
馬
は
、
ひ
け
め
を
感
じ
、
声
を
掛
け
そ

び
れ
る
。
冒
頭
の
場
面
で
す
。

■
抜
き
差
し
な
ら
な
く
な
っ
た
人
間
関
係

【
そ
の
一

群
馬
新
吉
と
パ
ー
カ
ー
】

群
馬
に
仕
事
を
ま
わ
し
て
く
れ
て
い
る
パ
ー
カ
ー
だ

が
、
僅
か
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ま
る
で
、
施
し
物
を
与

え
る
よ
う
に
し
て
支
払
う
。
（
お
れ
は
乞
食
じ
ゃ
な
い

ぞ
！
）
ま
た
、
群
馬
は
、
パ
ー
カ
ー
が
芳
子
を
奪
っ
た

と
、
い
ま
も
根
に
持
っ
て
い
る
。

群
馬
の
立
て
た
詐
欺
の
実
行
犯
、
市
川
貫
造
。

【
そ
の
二

美
代
子
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
】

金
が
で
き
る
と
、
金
だ
け
の
世
の
中
で
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
皮
肉
な
も
の
だ
。
美
代
子
の
心
の
ス
キ
マ
に
、

そ
っ
と
吹
き
こ
ん
で
く
る
風
が
あ
っ
た
。
鈴
木
伸
と
二

度
の
秘
密
デ
ー
ト
を
も
っ
た
。
ち
か
ご
ろ
で
は
、
と
も

す
れ
ば
良
人
に
た
い
し
て
憎
悪
を
感
じ
る
。
身
ぶ
る
い

す
る
ほ
ど
イ
ヤ
だ
と
思
う
。
そ
し
て
彼
女
は
い
ま
、
鈴

木
と
の
三
度
目
の
デ
ー
ト
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
美

代
子
が
仕
組
ん
だ
毒
入
り
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
を
飲
ん
で
死

ん
だ
の
は
予
期
し
な
い
人
物
だ
っ
た
。

【
そ
の
三

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
と
美
代
子
、
パ
ー
カ
ー
】

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
は
、
吉
本
清
子
の
『
平
仮
名
密
告
文
』

と
、
坂
井
秀
代
の
間
違
っ
た
情
報
を
も
と
に
行
動
を
起

こ
し
、
錯
覚
を
重
ね
、
拳
銃
に
よ
り
殺
人
（
二
人
）
を

犯
し
、
自
殺
を
図
る
。

短編集未収録作品紹介/第3回４作、その２ 「三つ巴の殺意」

舞
台
、作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ
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短編集未収録作品紹介/第3回４作、その３ 「一人の城」

[

舞
台
・
作
中
時
間]

主
た
る
舞
台
は
阪
急
今
津
線
沿
線
の
Ｋ
町
。
登
場
人

物
、
関
川
智
子
は
大
阪
の
Ｈ
病
院
勤
務
医
。
事
件
は
大

阪
、
京
都
に
及
ぶ
。
掲
載
誌
の
発
行
が
一
九
六
五
年
３

月
な
の
で
、
作
中
時
間
も
そ
の
頃
か
。

[

登
場
人
物]

●
関
川
智
子

45
歳
。
目
鼻
立
ち
の
と
と
の
っ
た
、
き

り
り
と
し
た
美
人
。
良
人
と
共
に
関
川
外
科
を
開
業
し

て
い
た
が
、
三
年
前
に
良
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
、

大
阪
の
Ｈ
病
院
の
勤
務
医
を
し
て
い
る
。

●
沼
田
家

昔
、
関
川
外
科
の
隣
に
住
ん
で
い
た
。
い

ま
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
の
み
す
ぼ
ら
し
い
あ
ば
ら
屋
。

そ
れ
も
、
安
原
猛
の
タ
カ
リ
の
せ
い
。

父
（
沼
田
）

病
弱
。
作
品
の
記
述
で
は
存
否
不
明
。

母

愛
知
県
の
田
舎
出
身
。
良
人
・
安
原
と
の
間
に
猛

が
生
れ
た
が
、
良
人
に
先
立
た
れ
沼
田
と
再
婚
。
沼
田

と
の
間
に
三
児
を
も
う
け
た
。
一
年
前
に
死
亡
。

康
子

長
女
26
歳
。
大
阪
の
Ｗ
信
用
金
庫
勤
務
。

耕
造

長
男
22
歳
。
西
宮
の
Ｅ
運
輸
の
運
転
手
。

淳

次
男
20
歳
。
神
戸
の
Ｍ
精
肉
店
勤
務
。

●
安
原
猛

三
十
四
、
五
歳
。
予
科
練
崩
れ
で
度
胸
が

あ
っ
た
。
戦
後
の
闇
商
売
で
荒
稼
ぎ
し
、
沼
田
家
の
困

窮
を
救
っ
た
よ
う
な
時
期
も
あ
っ
た
が
、
競
輪
に
は
ま

り
、
す
っ
か
ら
か
ん
に
。
そ
の
後
、
沼
田
家
を
食
い
も

の
に
。

●
氷
見
警
部

大
阪
府
警
の
警
部
。

●
千
葉
警
部
補

京
都
府
警
の
警
部
補
。

[

あ
ら
す
じ]

関
川
智
子
の
父
は
国
文
学
者
で
、
厳
格
な
人
だ
っ
た
。

他
方
、
亡
夫
は
や
さ
し
く
あ
た
た
か
か
っ
た
。

あ
た
た
か
さ
と
き
び
し
さ
。…

彼
女
に
は
こ
の
二
つ

の
世
界
し
か
な
か
っ
た
。
が
、
こ
の
ご
ろ
、
彼
女
に
別

の
世
界
が
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
だ
。
な
じ
み
の
う
す
い
、

蠱
惑
的
な
世
界
。
ー
そ
れ
を
つ
く
っ
た
の
は
、
彼
女
の

こ
わ
く

お
ん
な
で
あ
っ
た
。

智
子
は
応
接
間
か
ら
居
間
へ
戻
っ
た
。
ド
ア
を
あ
け

る
。
ー
そ
こ
に
、
第
三
の
世
界
が
あ
っ
た
。

ベ
ッ
ド
の
う
え
に
、
上
半
身
裸
で
腹
ば
い
に
な
っ

て
い
る
男
が
い
た
。
年
の
こ
ろ
は
三
十
四
、
五
。
安

原
猛
で
あ
る
。
（
上
の
挿
し
絵
）

結
局
、
彼
女
は
二
つ
の
世
界
に
し
か
安
住
で
き
ぬ

人
間
で
、
第
三
の
世
界
を
を
つ
く
っ
た
の
が
ま
ち
が

い
だ
っ
た
。
お
ん
な
の
か
な
し
さ
か
ら
、
ふ
と
そ
の

世
界
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
そ
い
で
ま
た
そ

れ
を
抹
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
沼
田
家

の
若
い
人
た
ち
の
た
め
、
と
い
う
の
も
ウ
ソ
と
は
言

い
き
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
が
動
機
だ
と
い
う

の
は
、
い
つ
わ
り
で
あ
る
。

二
つ
の
動
機
に
加
え
、
関
川
智
子
の
猟
奇
的
事
件
の

引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、
彼
女
の
病
気
だ
っ
た
。
癌
を

患
い
、
命
が
限
ら
れ
て
い
た
。

お
の
れ
の
だ
い
じ
な
城
、
ひ
め
ご
と
を
刻
み
つ
け
た

城
を
、
そ
の
ま
ま
他
人
に
明
け
渡
す
よ
り
は
、
い
っ
そ
、

そ
れ
に
火
を
つ
け
る
ほ
う
を
彼
女
は
え
ら
ん
だ
。

安
原
猛
を
殺
害
、
庭
に
埋
め
よ
う
と
し
た
が
、
小
さ

な
ス
コ
ッ
プ
で
、
し
か
も
智
子
の
弱
っ
た
体
力
で
は
、

死
体
を
埋
め
る
穴
を
掘
る
こ
と
は
無
理
だ
っ
た
。
仕
方

な
く
、
頭
部
と
腕
だ
け
を
庭
に
埋
め
た
。

両
足
は
、
梨
の
箱
に
い
れ
、
大
阪
東
淀
川
の
工
場
地

帯
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
用
の
ボ
ー
ル

紙
包
装
箱
に
入
れ
ら
れ
た
胴
体
は
、
京
都
向
日
町
の
ゴ

ミ
捨
て
場
で
見
つ
か
っ
た
。

大
阪
府
警
の
警
部
と
京
都
府
警
の
警
部
補
が
チ
ー
ム

を
組
み
、
捜
査
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
一
と
月
た
ち
、

年
が
あ
ら
た
ま
っ
て
、
ま
た
一
と
月
た
ち
、
半
年
が
過

ぎ
て
も
被
害
者
の
身
元
さ
え
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

事
件
解
決
の
情
報
が
偶
然
や
っ
て
来
た
。
別
件
の
聞

き
込
み
で
、
西
宮
競
輪
へ
行
っ
た
氷
見
警
部
は
、
隣
の

男
の
足
を
見
て
、
オ
ヤ
と
思
っ
た
。
被
害
者
の
足
と
同

じ
場
所
、
左
足
外
く
る
ぶ
し
の
上
の
ほ
う
に
、
直
径
五

ミ
リ
ほ
ど
の
小
さ
な
黒
マ
ル
が
三
つ
、
縦
に
な
ら
ん
で

い
た
。

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

「
一
人
の
城
」

は
『
小
説
現
代
』

一
九
六
五
年
３
月

号
掲
載
。
挿
絵
が

二
つ
入
っ
て
十
三

ペ
ー
ジ
弱
の
短
編
。
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「
お
れ
は
誰
だ
？
」
は
『
漫
画
読
本
』
の
一
九
六
五
年

９
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
絵
が
三
つ
入
っ
て
八

ペ
ー
ジ
弱
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

Ｎ
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
Ｎ
市
の
郊
外
。

こ
の
作
品
は
月
刊
誌
の
一
九
六
五
年
９
月
号
掲
載
で

す
か
ら
作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
し
ょ
う
。

[

登
場
人
物]

記
述
は
、
「
宮
川
光
男
を
殺
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
こ
の
お
れ
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
で
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
お
れ
と
は
誰
な
の
か
を
、
登
場
人
物
、
桜
井
、
岩

田
、
岸
の
中
か
ら
当
て
る
と
い
う
推
理
ク
イ
ズ
で
す
。

●
お
れ

Ｓ
協
同
組
合
勤
務
。
そ
の
宿
舎
に
住
む
。

古
美
術
商
に
丁
稚
奉
公
を
し
た
経
験
が
あ
り
、
多
少

の
鑑
識
眼
を
も
つ
。
ま
た
、
盗
品
の
売
り
筋
に
も
心
あ

た
り
が
あ
っ
た
。

●
宮
川
光
男

Ｓ
協
同
組
合
に
つ
と
め
る
。
庭
師
と
し

て
新
井
邸
に
出
入
り
し
た
経
験
を
も
つ
。
Ｓ
協
同
組
合

の
宿
舎
に
住
ん
で
い
た
が
、
Ｎ
市
の
は
ず
れ
に
あ
る
叔

父
の
家
が
空
い
た
の
で
そ
こ
へ
移
っ
て
い
る
。

●
新
井

骨
董
類
コ
レ
ク
タ
ー
。

●
桜
井
登

Ｓ
協
同
組
合
勤
務
。
そ
の
宿
舎
に
住
む
。

●
岩
田
正
彦

Ｓ
協
同
組
合
勤
務
。
そ
の
宿
舎
に
住
む
。

●
岸
五
郎

Ｓ
協
同
組
合
勤
務
。
そ
の
宿
舎
に
住
む
。

●
市
原
警
部

[

あ
ら
す
じ]

お
れ
と
宮
川
光
男
は
新
井
邸
に
押
し
入
り
、
数
点
の

仏
像
や
書
画
を
盗
ん
だ
。

お
れ
と
宮
川
の
会
話
。

「
す
ぐ
処
分
す
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
ヤ
バ
い
。
一
年
ほ
ど

か
く
し
て
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
売
り
に
出
す
の
さ
。
お

れ
が
片
づ
け
て
や
ろ
う
」

「
そ
れ
も
そ
う
だ
な
。
と
に
か
く
、
あ
と
の
こ
と
は
、

ま
か
せ
る
よ
」

と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
お
れ
は
、
千
四
百
万
円
で
、

す
ぐ
に
処
分
し
て
い
た
。
一
年
後
に
、
こ
の
内
、
四
百

万
を
宮
川
に
渡
す
つ
も
り
で
い
た
が
、
競
馬
、
競
輪
、

バ
ク
チ
、
酒
、
女
。…

お
れ
は
、
は
で
に
ば
ら
ま
い
て
、

宮
川
の
取
り
分
に
ま
で
手
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

一
年
が
経
ち
、
お
れ
は
宮
川
に
催
促
さ
れ
、
そ
の
夜
、

新
聞
紙
を
切
っ
て
つ
く
っ
た
『
見
せ
金
』
を
も
っ
て
、

か
ぼ
そ
い
雨
の
な
か
を
自
転
車
で
宮
川
の
家
へ
出
か
け

た
。
そ
し
て
、
宮
川
を
殺
害
し
た
。

宮
川
の
死
体
は
、
は
や
く
発
見
さ
れ
た
。
炊
事
を
頼

ん
で
い
た
近
在
の
農
家
の
老
婆
が
、
午
前
六
時
に
は
宮

川
の
家
に
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

早
朝
、
市
原
警
部
は
二
人
の
刑
事
を
つ
れ
て
、
Ｓ
協

同
組
合
の
宿
舎
を
訪
ね
た
。

「
お
れ
は
誰
だ
？
」
は
掲
載
誌
『
漫
画
読
本
』
の
推
理

ク
イ
ズ
作
品
で
す
。
犯
人
を
推
理
し
応
募
す
る
と
正
解

者
の
中
か
ら
賞
品
が
当
た
る
。
翌
月
号
に
「
解
決
編
」

と
当
選
者
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。

■「
お
れ
は
誰
だ
？
」
解
決
編

短編集未収録作品紹介/第3回４作、その４ 「おれは誰だ？」

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

補
足
及
び
解
決
編


